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塩竈市教育委員会定例会会議録 
 
◆日 時   令和６年８月２８日(水) 午後２時２５分～午後３時３５分 
 
◆場 所   壱番館庁舎３階 共用会議室 
 
◆出席委員 

教 育 長 黒田  賢一 教育長職務代理者 髙橋  輝兆 

委 員 松田  攝子 委 員 佐 藤  香 

委 員 菅井  信吉   
 
◆事務局 

教 育 部 長 末 永  量 太 次長兼教育総務課長 櫻下  真子 

参事兼学校教育課長 松﨑 和佳子 生涯学習課長 郷 古  勝 浩 

教育総務課 

課長補佐兼教育総務係長 
鈴木  亮平 教育総務課主事 亀山  侑可 

 
◆定例会次第 

 １ 開会 

 ２ 前回会議録の承認 

 ３ 会議録署名委員の指名 

 ４ 教育長報告 

①二市三町教育長会議 

②仙台管内教育長会議 

③本市の教育活動の状況 

④その他 

５ その他報告 

   ①令和６年度学校施設環境改善交付金の交付決定について 

 ②塩竈市立学校規模適正化等検討委員会の会議の概要等について 

 ③社会教育施設及び社会体育施設の施設使用料等の見直しについて 

 ④社会体育施設の現況等について 

 ⑤塩竈市公民館本町分室及び塩竈市杉村惇美術館の指定管理者候補者選

定に向けた取組について 

 ⑥塩竈市中学生国際交流研修事業について 

 ⑦芸術文化振興事業について 

 ⑧令和７年度塩竈市立浦戸小中学校入学児童募集について 

 ⑨令和６年度中学校総合体育大会の結果について 

 ６ 閉会  



１ 開会 午後２時２５分 

 

２ 前回会議録の承認 

髙橋委員から報告、承認 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  松田委員と佐藤委員を指名 

 

４ 教育長報告 

  黒田教育長から、以下のことについて報告 

①二市三町教育長会議 

②仙台管内教育長会議 

③本市の教育活動の状況 

④その他 

 

〔主な質疑〕 

    菅井委員 二市三町教育長会議で利府町から報告されたイングリッシ

ュキャンプについて、塩竈市でも浦戸の施設を利用し、同

様の取り組みができるのでは。 

 

教育長 イングリッシュキャンプは泊まりではなく通いで行ってい

る。いい取り組みだと思うので塩竈市でも今後検討した

い。 

 

５ その他報告 

櫻下教育総務課長から、以下のことについて説明 

   ①令和６年度学校施設環境改善交付金の交付決定について 

 

〔主な質疑〕 

 特になし。 

 

松﨑学校教育課長から、以下のことについて説明 

 ②塩竈市立学校規模適正化等検討委員会の会議の概要等について 

 

〔主な質疑〕 

 松田委員 アルカス塩竈では、学校規模の適正化について児童生徒にどのよ

うな形で示したのか。 

 



松﨑課長 小学５・６年生、中学２・３年生に対し、塩竈市の児童生徒数の

推移をグラフで示した上で、今後意見聞かせてほしいと伝えた。

第１回の検討会では、委員の方々から子供たちの生の声を反映し

てほしいとの意見があり、今後子供たちへどのような形で学校規

模の適正化について示していくかを検討している。 

 

松田委員 「適正化」「統廃合」といった言葉を使うと、子供たちは難しく捉

えてしまうと思う。魅力ある学校づくりの取組として子供たちの意

見を聞き、子供たちが今後の学校について前向きに考えられるよう

検討委員会を進めていただきたい。 

 

髙橋委員 第２回の検討委員会を傍聴したが、総論と各論を分けて考えてい

かないと意見はまとまらないと思う。検討委員会は方針を作ること

が目的なので、総論について考えることが必要。塩竈市の人口、児

童生徒数の減少について数値で具体的に示し再編について考えて

いくことで方向性が明確に見えてくると思う。 

 

教育部長 ご指摘のとおり、総論と各論が混在していた。検討委員会では、議

論をするためのたたき台の案をつくることが目的。各世代に考えを

聞いてみては…という意見も出たが、まずは小学生に限定し、どん

な学校に通いたいかなどについて抽象的に聞くという方針になっ

た。今年度の検討委員会での議論をふまえ、来年度以降各論に踏み

込んだ議論をしていければいいと思う。 

 

教育長 どんな学校にしたいかという投げかけは学校に出向いて行いたい。

まずは、子供たちの意見もふまえながら方針をつくり、来年度の議

論へ繋げていきたい。 

 

郷古生涯学習課長から、以下のことについて説明 

 ③社会教育施設及び社会体育施設の施設使用料等の見直しについて 

 ④社会体育施設の現況等について 

 ⑤塩竈市公民館本町分室及び塩竈市杉村惇美術館の指定管理者候補者選

定に向けた取組について 

 ⑥塩竈市中学生国際交流研修事業について 

 ⑦芸術文化振興事業について 

 

〔主な質疑〕 

 松田委員 エスプホール、杉村惇美術館の施設使用料について、市内居住者と



市外居住者で差を設けるようであるが、団体の場合はどうか。 

 

郷古課長 事務所の所在地や主たる活動場所が市外である団体が利用する場

合、市内団体の 1.5倍を徴収することを想定している。 

 

松田委員 国際交流研修事業について、募集人数は 6 名程度とあるが、各学

校の定員はあるのか。また報告会は学校で行うのか。 

 

郷古課長 現在 10名ほどの応募がある。定員は決まっていないが、筆記試験

や面接を行い、学校や男女比の偏りなく進めていけるよう考えてい

る。報告会については、昨年度と同じく、市場の会議室で行う予定。

報告会には誰でも参加できる。 

 

髙橋委員 エスプホールの使用料について、現行では 18 時から 21 時の 3 時

間利用で 6,910円だが、1時間の利用でも同じ金額なのか。 

 

郷古課長 ご発言のとおり。これまでは時間に関わらず一定の料金だった。見

直し案では、利用者の利便性の向上のため 1 時間単位で借りられ

るようにした。 

 

髙橋委員 公民館を利用できる時間が 1 時間長くなるが、貸出件数は増える

のか。 

 

郷古課長 1時間単位で借りられるようになり、また、利用時間を 1時間長く

したことで貸出件数も増えると思われるが、いずれも利用者の利便

性向上を目的としたものである。なお、予定どおりの貸し出しが行

えるよう、片付けの時間も含め、余裕を持って利用していただくよ

う説明したい。 

 

菅井委員 杉の入小学校の屋外トイレについて、児童が日常的に使用するの

ではなく、一般の方が使用するトイレなのか。 

 

郷古課長 グラウンドを貸し出ししているときは利用者が、普段は児童が使

用している。 

 

佐藤委員 以前学校施設を借りたとき、トイレの清掃が行き届いていないよ

うに思えた。トイレなどの清掃は誰が行っているのか。 

 



松﨑課長 学校施設の清掃は各学校で行っている。ご指摘を踏まえ、改めて

学校へ伝えたい。 

 

松﨑学校教育課長から、以下のことについて説明 

 ⑧令和７年度塩竈市立浦戸小中学校入学児童募集について 

⑨令和６年度中学校総合体育大会の結果について 

 

〔主な質疑〕 

 髙橋委員 中総体は、競技によって大会が開催される地区は異なるのか。ま

た学校ごとに「仙台北地区」と「塩竈市・多賀城市」のどちらか

の地区を選んで出場することになるのか。 

 

松﨑課長 競技により異なる。例えば柔道や男子バレーは、仙台北地区まで

広げないと選手がいないため試合ができない。大会は一人一種目

のみの出場が認められる。 

 

教育長 今までは近隣市町で大会を開催していたため、保護者が生徒を送

迎していた。今年度からは、遠方で開催されることもあり、市町

村により移動の経費負担の取り扱いが異なることが課題となって

いる。 

 

菅井委員 第一中学校吹奏楽部が秋田県で開催された東北大会へ出場した

が、大会直前まで遠征費を集めるため市内の商店をまわってい

た。予算は確保できたようだが、今後、市から費用の面で何か投

げかけはできないのか。資金を集めていることを後から知ったた

め、市からラインなど SNSを通し広く周知できればいいと思う。 

 

松田委員 浦戸小中学校への入学資格に「県外在住の場合は、入学までに塩

竈市内に居住予定であること」とあるが、「県内に居住予定」で

はだめなのか。 

 

松﨑課長 本来は塩竈の子どもを浦戸小中学校へ通わせたいという思いがあ

る。定員を超えた募集があった場合に備え、協議の上、「50人を

超える場合は抽選とすること」、「県外から転居する場合は塩竈

市内に居住予定」などを要件とした。 

 



菅井委員 浦戸小中学校へ体験入学の申込はしたが、後日行くのを辞める選

択をする家庭もあると思う。辞めた意見を聞くことで、今後学校

運営の参考になると思う。 

  

６ 閉会 午後３時３５分 

 

≪会議録署名委員≫ 

 

（松田委員） 

 

（佐藤委員） 

 


